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1. 背景・目的 
東京大学TST-2球状トカマク装置(R = 

0.36 m, a = 0.23 m, R/a = 1.57)では、低域混

成（LH）波を用いた非誘導プラズマ立ち上

げの研究を行っている。電流駆動の定量的

解析には磁気平衡データが必須である。し

かし、TST-2の非誘導立ち上げプラズマは幅

広もしくは中空の電流分布になるため、周

辺部の磁気計測のみでは平衡計算が困難で

あり、内部磁場計測がない現在の状況では

平衡計算の精度は低い。シミュレーション

によっては入力として周辺磁場だけあれば

十分であるので、周辺磁場を精度よく、簡

単に評価できるフィラメントモデルを構築

した。 
 
2. 計算モデル 
 プラズマ電流をフィラメント電流の集ま

りと仮定し、円環電流による磁場はビオサ

ヴォールの法則を用いて求め、プラズマ外

部の磁気計測（磁気プローブ、フラックス

ループ）を用いてフィッティングすること

で、各フィラメント円環電流値を求めた。

磁気計測の他に、ポロイダルフィールドコ

イルであるPF3の電流値もフィッティング

の値にいれ、プラズマ電流計測値をフィラ

メント電流の合計値の拘束条件としている。

また電流値の正則化のためにチコノフの正

則化法を用いた。 
 
3. 結果 
 再構成したことにより得られた、磁気面

関数の等高線図、フィラメント電流値の分

布を示す（図１）。平衡計算よりも簡単に、

同等の精度で、安定して周辺磁場構造を評

価することが可能となった。これを用いて

電流駆動とMHD平衡計算を行う予定であ

る。 
 

 
 
図１ LHプラズマにおける再構成の結果 
(a) 磁気面関数の等高線図, (b) フィラメン

ト電流分布 
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